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１. SCOREでの活動目的 

本プログラムの目的は、有機性廃棄物由来のメタン発酵消化液から抽出された濃縮バイオ液肥

(Bio-CLF®)のビジネスモデルの構築とその農産物品質改善効果に関するデータの取得である。

具体的には、メタン発酵消化液から窒素、リン、カリウムの肥料成分を分離濃縮回収するという技

術シーズに基づき、メタン発酵消化液の処理に困っている事業者から消化液を入手し、家庭菜園

で手軽に有機栽培ができ、環境保全にも貢献し、上質な食生活が送れるような Bio-CLF®の生産

と販売に向け、ビジネスモデルの検証を行う。また、Bio-CLF®の有効性を検証するため、分離濃

縮回収された肥料成分を用いて、野菜の栽培試験を行い、厳密な栽培データを得て、ビジネスモ

デルの現実化・高度化を図る。 

 

２. 総合所見 

顧客候補を有機栽培農家に切り替え、原料であるメタン発酵消化液の供給元である自治体や畜

産業者へのヒアリングを着実に実施することで、ビジネスモデルを適切に構築した点を評価する。

濃縮有機液肥の効果についての技術検証も着実に行っており、循環型農業のモデルとして事業

化を実現することに期待する。 
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